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★各種 お申し込み・問い合わせ先： 

公益社団法人 ふくい・くらしの研究所 

   Tel. ０７７６－５２－０６２６                        

Fax.０７７６－５２－０６６０ 

HP http://www.kuranavi.jp  

 
消費者トラブルの対策に役立つ情報や、日常生活に関わりの深いテーマをコンパクトにまとめた、国民生活センター発

行の【くらしの豆知識】からのミニテストです。（答えは右下に） 

どなたも参加大歓迎！山菜採りと天ぷらなどの料理を

楽しみます。安居地区の山で山菜採りのあと、安居公

民館で調理を行います。その他詳細はお問合せ下さい。 

★時間 10：00～15：00 ★講師 出倉弘子氏 他  

★参加費：中学生以上 2000円 小学生以下 500円 

 

 

①～③の文は、正しい？ 間違い？ 

 

① クレジットカードの「リボルビング払い」は利用金額を指定した回数に分割して支払う返済方法ですが、一括払いに

比べ手数料が高く、利用には注意が必要です。 

 

②フリマサービスは個人同士の取引なので、トラブルは原則として当事者間で解決することが求められます。トラブル

にあわないために、利用規約などで禁止されている行為は絶対に行わないようにしましょう。 

 

③日本学生支援機構の貸与型奨学金には、返還が困難になったときに利用できる制度があります。月々の返済額を減ら

す「減額返還制度」と、最長 10年間返還を猶予する「返還期限猶予制度」です。これらの制度を利用することで目先の

返済額を抑えられますが、制度の適用期間終了後は、返還予定が延びることにより返済総額が増えることもあるので注

意が必要です。 

福井県消費生活センター メールマガジンより 

不用品回収サービス～業者許可の有無 確認を～ 

年度末を前に、引っ越しや進学などで不用となった物に関する相

談を受けるケースが増えています。「訪問買い取りで断り切れず

に不用品を売ってしまった」「無料回収と書かれたチラシがポス

トに入っていた」「金属や電化製品の不用品を無料で回収すると

電話があった」といった相談で、前年度は１年間で計６件でした

が、本年度は年末までに１１件となりました。このうち３人に２

人が６０歳以上の方です。 

 家庭から出るごみの収集・運搬は市町の許可が必要ですが、全

国では悪質業者とのトラブルが発生しています。 

 全国では、「『軽トラックパック７千円』の広告を見て申し込

みをしたが、２５万円請求された」「冷蔵庫等の回収に３万５千

円で依頼したが、１１万円請求され『近くの銀行で現金を引き出

すように』と言われた」など、広告よりも高額請求を受けたり、

作業完了後に請求されたりするなど断りづらい状況の中で支払

いを催促されています。 

 不用品を処分する際には、市町窓口に業者の許可の有無を確認

し、高額請求を受けた場合は支払いを断りましょう。 

 

〈中日新聞 令和 5年 2月 25日掲載〉 

コープ商品を使って和食のワンプレートランチを

作ります。 

★時間 10：00～13：00 ★講師 鴛田洋美氏   

★参加費：1000円（くらなび会員は 800円 

http://www.kuranavi.jp/

